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連作大豆の高品質化 と安定生産技術

第 3報 肥効調節型肥料による高品質 '多収栽培の検討
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1 は じ め に

秋田県では大豆作付け面積の増カロにともない、収量の

伸び悩み、品質低下が問題となつている。この要因のひ

とつとして、大豆連作年数の長期化があげられる。既報

では黒ボク土連作地における肥効調節型肥料 (以後

LPSω と表記)の基肥一発施用効果を認めた
1ヽ 本報

では全県8地域農業改良普及センターにおいて行われた

グライ土を主体とした現地連作圃場で本施肥法の効果に

ついて実証試験を行つた結果について報告する。

2 試験方法

(1)試験年次 :2003年

(2)供試大豆品種 :リ ュウホウ

(3)供試圃場の作付け、土壊条件

北秋田    大館市     3
山本    ′`竜町     10
秋田    秋田市     4
白沐1     自利町      3
仙|ヒ     太口町      4

試験区名

1

14)耕種概要 (現地の慣行法):

1)播種斯 5月 下旬～ 6月 上旬

2)播種様式 :畦間 71～ 80 cm、 株間 15～ 24 rln、 2

粒播き (播種密度 Hl～ 178粒/ポ )

3)基肥成分 (kg/a):P,0`03～ 07、 K2003

～06

(5)調査項目 :収量調査、品質調査 (外観品質は秋田

農政事務所に検査を依頼、子実粗蛋自含量は子実の

窒素分析値に蛋自係数 625を乗じて算出)

3 試験結果及び考察

現地試験圃場の慣行区子実収量は 194～ 341 kg′ a

で、長期の連作にもかかわらず高い収量水準を維持して

いる圃場がみられた。慣行区の収量水準が高いとLPS60

による増収率は小さくなる傾向にあり、LPS60に よる増

収率と慣行区子実重との間には r=0568の弱い負の相

関があり、慣行区の子実重が 266 kg′ a以下の収量水準

の低い園場での増収効果は期待できるが、収量水準の高

い圃場では増収効果は認められなかつた。 (図 1)。  開

花期追肥についても同様の傾向が認められ、両者には r

‐0801■ のやや高い正の相関が認められた。LPS60に よ
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(4)試験区の構成
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一師1)実証区1は 「くみあい40被服尿素LPコートS60Jを慣行

2)実証区2は各地域の開花期頃に硫安を所定量施用した。

-87-

～ 0



東 北 農 業 研 究 第 57号  (2004)

図 1 慣行区収量水準と LPS60に よる増収率との関係

注 LPS60による増収率 (%)=(実証区1・ 子実重―慣行区

・子実重)/慣行区・子実重× 100

閉花期追肥による増収率 (%)

図 2 開花期追肥による増収率と LPSω による増収率

との関係

注 1)LPSω による増収率 (%)‐ (実証区1 子実重―

慣行区・子実重)/慣行区・子実重X100

2)開花期追肥による増収率 (%)― (実証区2・ 子実

重―慣行区・子実重)/慣行区・子実重× 1∞

る増収効果は、ほぼ開花期迫肥による増収効果と同等で

あつた (図 2)。 百粒重については施肥の影響が認めら

れなかつた (図 3)。 子実粗蛋自含量についても施肥の

影響は小さかつたが、慣行区の子実粗蛋自含量が極端に

低い場合には施肥による効果があるものと考えられた

(図 4)。 外観品質についても同様に大きな違いはなか

ったが、施肥法により検査等級が低下することはなかつ

た (図略)。

4 まとめ

大豆に対する LPS60の基肥一発施用による増収効果

は、収量水準の低い圃場で期待でき、開花期迫肥の代替

技術として可能であるが、積極的な多収、高品質生産に

は結びつけにくいものと考えられた。この成績をとりま

とめるにあたり、現地実証圃の設置、調査にご協力をい

ただいた県内各地域農業改良普及センター担当者の方々

に厚く御ネL申 し上げます。

30

慣行区・百粒重 (g)

図3 百粒重に及ぼす施肥の影響

40

慣行区 子実粗蛋白含量 (%)

図4 子実粗蛋自含量に及ぼす施肥の影響
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慣行区・子実重 (L/a)

-88-


